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「河合栄治郎と T.H.グリーン」（広島哲学会編『哲学j第54集、 2002）は、 2001
年11月3日（土）、広島哲学会における特別講演「河合栄治郎における自我実
現の思想の受容とその問題 T.H.グリーンとの比較においてjをもとに書い
たものである。こうした研究をまとめたものが拙著『近代日本の思想家とイ
ギリス理想主義』（北樹出版、 2007）である。藤田正勝教授（京都大学）から私は
「西田幾多郎とT.H.グリーンjについての講演依頼（「西田・田辺記念講演会j、
2011年6刀4日）を受け、京大に行ったことは忘れられない思い出である。本
講演は論文として『日本哲学史研究j第9号（京都大学大学院文学研究科日本
哲学史研究室、 2012）に掲載された。
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8. 日本イギリス理想主義学会の設立と10周年記念論集の刊行
2002年9月に開催された「T.H.グリーンと現代哲学」の国際会議から帰国
した私は日本のイギリス哲学の研究が主としてホップズ、ロック、ヒューム、
J.S.ミノレ等に集中しており、 19世紀後半のイギリス理想主義の研究は軽視さ
れていることに気づいた。 W J.マンダーも『イギリス理想主義』（2011）の中
でミルからムア・ラッセノレの聞が哲学史上空白になっていることを指摘する。
グリーンはリベラル・デモクラシーの先駆者として最近内外で注目され、そ
の自由主義が再評価されてきた。私は院生やイギリスでPh.D.の学位を取得し
た若い研究者の将来を考え、同志と共に2003年7刀26日、「イギリス理想主義
研究会J(2011年8月の総会で学会に昇格）を設立した。そして毎年研究大会、
関東・関西の各部会を開催し、『イギリス理想主義研究年報』を発行してきた。
2013年8月の段階で『年報』は第9号に達した。
今年は学会設立10周年を迎えるため、その記念論集として『イギリス理想主
義の展開と河合栄治郎』を昨年夏に計画し、 20名の会員に原稿依頼をし、他
の一人の方には原稿の特別依頼をした。本書は私の責任編集によるものであり、
2014年1~30日、世界思想社から刊行される。なお、本学会は広い視野から
英米思想の研究を推進し、若い研究者の育成をも目指している。
9. これからの研究計画
現在、私が構想を立てている計画が一つある。それは『近代日本の修身教育
と戦後の道徳教育一自由主義の導入・挫折・再評価－j（仮題）である。私は日
本道徳教育学会と日本弘道会との共同による「修身教育の研究」のメンバーと
して2008（平成20）年度から2012（平成24）年度まで研究してきた。平成24年度
から編集委員長として発表者10数名の論文を目下編集しているところである。
私はこの研究討議を通して強く感じたことは、倫理学の視点から明治・大正・
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昭和初期から現在までの道徳教育の展開を再検討する必要があるということで
ある。周知のように、道徳の教科化に向けて本格的な取り組みが具体化されよ
うとする今日、近代日本において修身教育がどのように歩んで、きたか、明治初
期から熱心に導入された洋学から儒学への転換はなぜ起こったか、教育勅語の
目的は何であったかという問題を再検討する必要がある。戦後は修身教育は停
止され、 13年間は道徳教育は空白であったが、新しい道徳教育の理想と実践
を求める声が国民の中から徐々に起こってきた。こうした動向を考えるとき、
戦時中・戦前の修身教育を再検討することは道徳の教科化を軌道に乗せるため
には不可欠である。明治・大正・昭和初期の修身教育の基礎は教育勅語にあっ
たが、教育勅語の理論的根拠は何かということが学界では求められていた。教
育勅語の基礎は儒学にあったが、その儒学は西洋倫理学説とどう調和するかと
いう問題が、藤井健次郎、吉田熊次、さらに西晋一郎、深作安文らによって積
極的に検討された。文部省は当時修身教育の理論的根拠をグリーンの自我実現
説に求め、この説は儒教とも一致するところがあるとして歓迎され、それは昭
和初期まで研究された。藤井、吉田らは自我実現説の哲学的前提に疑問をもち、
デ、ューイの経験主義的自我実現説をとり入れることによってグリーンの学説を
補充した。大正期はデューイの来日等の影響もあってデューイの全人思想が受
容され、教育実践に自由主義が大きな影響を及ぼすようになヮたが、川井訓導
事件によって自由主義教育は衰退した。戦後の教育はデ、ューイの「なすことに
よって学ぶ」教育によって戦前の教育とは違った指導方法を採用し、道徳教育
もデューイの影響を受けながら今日に至っている。以上の流れを再検討するこ
との重要性はすでに教育現場から起こりつつあるので、私はこの機会に近代日
本が歩んだ時代背景との関係において修身教育の教科書とその指導の一端を紹
介しつつ、戦後の道徳教育と修身教育との違いと間接的接点、さらには道徳の
教科化に伴う諸問題を検討したいと目下その内容を調査しながら構想している
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ところである。
以上、私は大学院在学以来研究を開拓するためには内外の多くの研究者とコ
ミュニケーションをとることが第一条件であると考えてきた。私はこうした交
流によって次々とアイデアが浮かび、それによって論文や著作のテーマを発見
することができた。発見したら直ちにテーマの構想を立て、できるところから
執筆してきた。現在の若い院生諸君は狭い協同体に閉じこもることなく、自ら
進んで、多くの知己を求めて自分の世界を拡大することが大切である。そして英
語によって論文を書き、内外に発表し、海外の雑誌や著作の中で引用されると
ころまで自己の研究水準を高めてもらいたい。 20歳代の10年間の地道な勉強
が将来大きく自己を伸ばす基礎であることは西晋一郎も指摘したところであ
る。
なお一言追加しておきたいことがある。私は広島大学大学院時代、禅の指導
のため「広島大学禅学会］の講師として毎月 1回広烏大学「清風寮jでの坐禅
の指導に来られていた井上義光老師（少林窟道場、竹原市）の指導を受けたこと
は現在に至るまで生涯の宝物であったと深く感謝している。毎日、今も 3時間
の坐禅をしている。老師夫妻は「動中の工夫は静中の工夫に勝る」とよく話さ
れた。起居動作がすべて心を練る教材である。私は院生時代には坐禅を軽視し
たこともあったが、年を重ねると共に又人間関係に悩んだとき、いつも思い出
されるのは「坐禅」であった。そして「坐禅の原点に帰れjとその重みを再認
識した。その効果は論文などの執筆において如実に現われた。同時に自分の欠
点もますます自覚されてきた。勝負は一瞬にある。井上義光老師は「即今を大
切にするのですよj、「今に成り切るのですよjとわが子をさとすように常にい
われた。
広島大学大学院に進学し、私を直接指導していただいた師は三人である。そ
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の三人とは森滝市郎教授、山本幹夫（空外）教授、井上義光老師である。私に
とっては倫理学の研究は禅と不可分の関係にある。 J思えば平成1年6月4日、
京大の「西国・田辺記念会J（代表藤田正勝教授）の招待により「西田幾多郎と
T.H.グリーン」の講演をすることができたのは、西田哲学を解釈する力が私
の坐禅により多少養われていたからである。
若い院生諸君よ、 20歳代の10年間の集中的継続的勉強はその後になって必
ず生きてくる。念々の今を忘れることなく、今なすべきことに直ちに全力投球
してもらいたい。
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